
学会活動における生成 AI の利用に関する指針 

 

日本経営倫理学会（以下、本学会）は、学会誌における論文等の執筆、研究発表大会

での発表、および論文等の査読における生成 AI の利用に関する基本的な考え方を以下の

通り定める。 

 

1. 基本的な留意点 

生成 AI の利用にあたっては、その技術的特性を理解し、研究不正や権利侵害が発生し

ないよう留意する必要がある。とくに、著作権侵害などが起こり得る法的リスクを理解し、

知的財産権を尊重する基本的姿勢が求められる。生成 AI の出力情報はあくまで参考の一

つであることを認識し、最後は利用者自身が判断し、責任を持たなければならない。 

(1) 情報の真偽確認: 生成 AI の出力情報には事実ではない内容が含まれる場合があるた 

め、真偽の確認を徹底する。 

(2) 情報の出典確認: 生成 AI の出力情報には出典不明な内容や他者の著作物の一部が含

まれる場合があるため、出典等の確認を徹底する。 

(3) 情報の中立性確認: 生成 AI の出力情報には差別や偏見が含まれる場合があるため、

中立的で公正な表現になっているか確認を徹底する。 

(4) 情報漏洩リスクの認識: 生成 AI ツールに個人情報や機密情報を入力しないように留

意する。 

 

2. 著者資格に関する方針 

生成 AI は論文等の内容に対する説明責任を果たすことができないため、著者としての

要件を満たさない。したがって、本学会の活動において、生成 AI は著者資格を持たない

ものとする。 

 

3. 論文等の執筆・発表における利用と著者の説明責任 

本学会では情報の収集、データ分析の支援、文章の推敲などのための生成 AI の利用を

妨げないが、利用する場合は著者が記載内容の説明責任を負うものとする。とくに、生成

AI の出力情報を出典等未確認のまま論文等の成果として出すことは、剽窃や盗用、捏造

のリスクなどがあるため禁じる。また、生成 AI の活用が論文等や発表の論証過程に関わ

る場合、どのような範囲でどの AI プログラム（名称及びバージョン）を利用したかを後

注等に記載する責務がある。併せて当該 AI プログラムの利用日、プロンプト情報、出力

情報等のログ記録を当面、保存し、本学会からの問い合わせに応じられるよう準備するこ

とが求められる。 

 

4. 論文等の査読における利用の制限 

学会誌などの審査過程において、査読に関わる者は未刊行の投稿論文等に関する情報

の漏洩を防ぐ責務がある。よって、AI プログラムに入力データを学習する機会を与えな

いため、またプライバシー、機密性、知的財産権を尊重するため、当該論文等のデータを

生成 AI ツールに入力することを禁止する。但し本学会の論文等審査に関わる委員会業務

において剽窃チェック等を目的に、限られた範囲で AI ツールを利用することを妨げない。 
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